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発
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熊
野
町
　
編
集
／
総
務
部
総
務
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月
1
日
発
行
）

今
月
の
題
字

町の人口と世帯数
平成27年10月31日
（前年同月比較）

（住民基本台帳）

広
報
く
ま
の
は
１
部
30円

で
印
刷
し
て
い
ま
す
。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:somu@
town.kumano.hiroshima.jp

HP

　人口：24,708人� （－134）
　　男：12,000人� （－74）
　　女：12,708人� （－60）
世帯数：10,578世帯� （＋35）

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

熊
野
高
校
３
年

�

古
澤　

映
奈
さ
ん

【
評
】　

中
国
古
典

「
爨
宝
碑
」
の
臨

書
作
品
で
す
。
角

張
っ
た
滑
稽
な
文

字
を
、
力
強
く
冴

え
た
線
で
書
き
上

げ
ま
し
た
。
筆
勢

も
あ
り
表
情
豊
か
な
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
安
芸
全
国
書

展
高
校
生
大
会
」
で
書
道
美
術
館
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
評
】　

非
常
に
細
か
な
点

と
線
で
描
か
れ
た
緻
密
で
完

成
度
の
高
い
ペ
ン
画
作
品
で

す
。
大
き
な
ク
ジ
ャ
ク
の
羽

の
中
に
様
々
な
も
の
が
描
き

込
ま
れ
て
お
り
、
作
者
独
特

の
世
界
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
第
1
回
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

大
賞
展
で
大
賞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

▲　

熊
野
高
校　

３
年　

山
本　

龍
聖
さ
ん

▲　

熊
野
高
校　

３
年　

大
畠　

歩
美
さ
ん

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

切
り

取
っ

て
、

電
話

機
な

ど
に

貼
っ

て
お

使
い

下
さ

い
。

【
絵
下
山
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】

　

広
島
湾
が一望
で
き
る
絶
景

ス
ポ
ッ
ト
・
絵
下
山
頂
上
広
場

で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
ま
す
。

時
12
月
10
日
㈭
～
平
成
28
年

２
月
14
日
㈰

所
絵
下
山
頂
上
広
場

安
芸
区
役
所
地
域
起
こ
し

推
進
課

821
‐
４
９
０
４

（
商
工
観
光
課
）

〠
731 -4292

広島県安芸郡熊野町中溝一丁目
1番

1号
　☎
（０８２）８２０

‒５６０１（
直
通
）

40
㎝
、
町
内
の
竜
王

山
で
見
ま
し
た
。

　

数
年
成
長
す
る
の

で
、
傘
の
表
面
に
年

輪
の
よ
う
な
環
溝
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
年

々
新
し
い
管
孔
を
つ

く
り
厚
く
な
る
の
で
、

管
孔
は
多
層
で
す
。 

　

幅
16
㎝
厚
さ
6.5
㎝

の
も
の
を
切
っ
て
み
ま
し
た
。

肉
は
木
質
で
ク
リ
ー
ム
色
。
管

孔
は
６
層
だ
っ
た
の
で
、
６
年

ほ
ど
経
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

幹
を
腐
ら
せ
、
腐
朽
材
を
褐

色
に
す
る
褐
色
腐
朽
菌
で
す
。

　

ガ
ン
に
効
く
、
煎
じ
て
飲
ん

だ
り
薬
用
酒
と
し
て
利
用
す
る

と
書
か
れ
た
図
鑑
は
一
部
だ
っ

た
の
で
、
き
の
こ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
川
上
嘉
章
さ
ん
に
お
尋
ね

し
ま
し
た
。
「
制
ガ
ン
作
用
の

効
果
は
高
く
は
な
い
が
、
な
い

こ
と
は
な
い
」
そ
う
で
す
。

　

磨
い
て
飾
り
物
に
も
し
ま
す
。

　

日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
に

広
く
分
布
す
る
普
通
種
で
す
。

【
写
真
・
文
】

　

緑
花
文
化
士　

冨
沢
由
美
子

（315）

ツガサルノコシカケ
（サルノコシカケ科）

　

「
猿
の
腰
掛
」
は
、
大
型
で

堅
い
半
円
状
の
傘
を
張
り
出
し

て
い
る
キ
ノ
コ
の
総
称
で
す
。

　

熊
野
町
で
多
く
見
ら
れ
る
の

が
ツ
ガ
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
で
、

立
ち
枯
れ
た
ア
カ
マ
ツ
の
幹
に

出
ま
す
。
針
葉
樹
の
マ
ツ
、
モ

ミ
、
ツ
ガ
な
ど
に
出
る
の
で
、

そ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
ま
れ
に
、

サ
ク
ラ
類
な
ど
に
発
生
し
ま
す
。

　

傘
の
表
面
は
茶
褐
色
か
ら
赤

褐
色
で
ニ
ス
を
塗
っ
た
よ
う
な

艶
が
あ
り
、
内
側
の
古
い
部
分

は
黒
色
、
縁
と
下
面
の
管
孔
部

は
類
白
色
で
す
。
孔
口
は
微
細

で
、
全
面
無
毛
で
す
。

　

多
年
生
で
、
最
大
で
は
幅
50

㎝
、
厚
さ
20
～
30
㎝
に
な
る
そ

う
で
す
。
私
が
見
た
最
大
は
幅




